

　東方界隈において、旧作のキャラは今や陽の陰に入ってしまった。しかし今回は、旧作の中でも「東方夢時空」で登場した岡崎夢美の魅力について論じてみたい。
　彼女が身に着けているものから掻い摘んで説明してみる。まず現行しているWin版東方のキャラ達の方から見てみよう。彼女達は一様に装飾品を散りばめて、無駄に派手な和服や俗に言うゴスロリ服などを着用している。それに引き換え、旧作のキャラ達は派手とは言えない。作られた時期や時代の風潮のせいかもしれないが、服装に飾り気は少ない。夢美の服装を見てみよう。ロングスカートにブラウスとベスト。魂魄妖夢とかぶる所が見られるが、妖夢は刀を二本差して半霊までいる。妖夢が個性を表しているのに対して、夢美の服装には武器なんてつけていない。流行のお洒落とはかけ離れているが、彼女なりのお洒落である。マントによりラスボスらしいオーラを感じさせるし、彼女の香りがすると思うととても素晴らしいではないだろうか。しかし外見だけで判断したりせず、もっと彼女達自身に注目すべきではないだろうか。
　それでは彼女の内面について説明していこう。彼女が登場する作品は「東方夢時空」のみであり、そのため内面を解釈する材料としては少ない。が、彼女の可愛らしい部分が見られるシーンがある。それはゲーム中彼女がストーリーの最後に出てきて、戦闘直前にマントを羽織って出直してくるところである。最初から着替えていればいいのに、茶目っ気な所を見せてくれる。
　東方をプレイして興味を持ち、wiki等で旧作に関する情報を掴んでいる者でさえ旧作のキャラに目を向けない者は多い。元の絵柄は古臭いということで気に留めないということだってあるだろう。筆者も最初はそうであった。しかし岡崎夢美を含む彼女達の魅力に気付くことが出来れば、彼女達の魅力を理解できるであろう。

